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	実地調査
	防じんマスク着用率とマスク効率、および、改善指導
	肺機能検査
	粉じん作業者13名に、事務作業者17名を対象として、じん肺法の肺機能１次検査を行なった。対象者の平均年齢は、43歳、喫煙者は20名で、平均の喫煙年数は21年であった。両群で、肺活量、%肺活量、一秒率に有意差はなかった。しかし、喫煙指数が増すと、Vﾄﾞｯﾄ25/身長の値が有意に下がり、喫煙と加齢に伴って閉塞性肺機能障害が起こりうることを示していた。個人ばく露濃度測定
	トンネル建設工事業１事業所4名、造船業における元方事業所8事業所および関連事業所2事業所での29名を対象に行なった。ずり出し作業や管形成や船穀内のアーク溶接や研磨の作業場で測定した。マスク着用率やマスク効率は予想以上に良好であったが、アーク溶接では、有害作用のある粉じんを吸入する可能性が高く、厳重な禁煙指導を行う必要があると思われる。
	まとめ
	1. 造船業では、粉じん作業場の実態にあった全体換気や局所換気が十分でない事業所が散見され、作業環境管理のノウハウの指導が求められている。
	2. 防じん対策とともに、従事者の「粉じん作業」の認知と、防じんマスクの着用率の向上およびマスク効率を高める意識向上が求められる。
	3. アーク溶接やトンネルなどのｺﾝｸﾘｰﾄを吹き付ける場所の「粉じん作業」では、吸入性粉じん量も多く、従事年数が長くなれば、加齢や喫煙とともに、肺機能を相乗的に悪化させることが予想されるため、厳重な禁煙指導を行う必要があろう。

